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北竜町交通事故死ゼロ５，０００日を達成

　１月１０日に北竜町の交通事故死ゼロ５，０００

日が達成されたことを受け、１月１２日に役場にて

町三役を始め佐々木議長、板垣交通安全協会長、河

野交通安全指導員副会長、藤谷・中村交通安全推進

員ら交通安全関係者による達成報告が行われ、佐野

町長から「６，０００日を目指して、さらに町民一

丸となって交通安全の推進に努めて参ります」と新

たな目標に向けての決意が表明されました。

　また、当日は深川警察署長、沼田警察庁舎長、和・

碧水駐在所長ら警察関係者が来庁され、坂本署長か

ら北竜町交通安全協会、北竜町交通安全指導員会の

両協会への感謝状の贈呈も行われました。

北海道地方郵便局長会からアマビエ切手シートの寄贈

　１２月２２日、北海道地方郵便局長会から、疫病

退散の力を持つとされる妖怪「アマビエ」をモチー

フにしたオリジナルフレーム切手が寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染症の終息を願い、道内各

市町村や第二種感染症医療機関、保健所などに寄贈

されているもので、当日来庁された清原和郵便局長

から佐野町長へと手渡されました。

　切手には江戸時代に描かれたアマビエの絵のほか、

道内のデザイナーや郵便局員が描いた絵がデザイン

されており、新型コロナウイルス感染の沈静化を願

い役場出納窓口に展示されています。
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令和３年深川地区消防組合

北竜消防出初式

　１月８日、改善センターにて、令和３年北竜消防出

初式が開催されました。

　本年はコロナ渦の状況を踏まえ、例年より規模を縮

小して感染拡大防止対策の徹底を図りながら実施し、

北竜町の無災害を祈願しました。

　出初式は、加藤団長による挨拶から始まり、式典で

佐野町長からの年頭の言葉の後、無火災による団体表

彰並びに永年勤続表彰、退職消防団員に感謝状の贈呈

が行われました。

北空知圏学校給食組合に

燦燦ひまわり油を寄贈

　１２月２３日、町から北空知圏学校給食組合に、北

竜町を含む北空知管内の小・中学校の給食用として町

特産品「燦燦ひまわり油」４５０本（約１２３kg相当）

を、深川市役所にて佐野町長から同組合山下組合長に

寄贈しました。

　新型コロナウイルスが感染拡大している中でも、管

内の児童生徒が元気で健やかな生活が送れるよう、ま

た、多くの人に燦燦ひまわり油の良さを知ってもらい

たいという願いが込められています。

ＪＡきたそらち女性部北竜支部からマスクケースの寄贈

　１２月１５日、昨今の新型コロナウイルスの感染拡

大を受け、ＪＡきたそらち女性部北竜支部から町立診

療所に、日頃の医療従事への感謝と支援の想いが込め

られた、手作りマスクケース２０個が寄贈されました。

　当日は黄倉支部長がマスクケースを携え診療所を

来訪され、浦本医師がお礼を述べ受け取られました。
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　令和２年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

４７３，９８３円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力く

ださいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２５日に民生委員のご協力を

いただき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございました

ご芳名 募金額（円） ご芳名 募金額（円） ご芳名 募金額（円）

各町内会 １７７，５００ 北竜町保護司 ４，０００ 北竜町商工会互助会 ２，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 北竜町人権擁護委員 ３，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００

北竜町三役 １８，０００ 北竜ライオンズクラブ ２０，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 ９，０００

北竜土地改良区役員 ８，０００ 福士村 １０，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

北竜町農民協議会 ５，０００ ダチョウクラブ １０，０００ ＪＡきたそらち北竜支所
職員親睦会 ５，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 福祉センター ５，１１９ ＪＡきたそらち北竜支所
青年部 ５，０００

北竜町教育委員 ４，０００ 真竜小学校児童会・教師 ４，５７９ ＪＡきたそらち北竜支所
女性部 ５，０００

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜中学校生徒会・教師 ９，８５８ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ８１，４２７

北竜町農業委員 ５，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 合計 ４７３，９８３

真竜小学校児童会・教師から

北竜町日赤奉仕団街頭募金（和） 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水）

北竜中学校生徒会・教師から
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　１年の始まりであり春の始まりとされる立春、今年は２月３日です。

　忘年会・新年会など大勢で集まる機会は減っていたものの、ごちそうを目の前になかなか腹八

分目では終わることができないのがこの時期ですね。さらに冬の運動不足が重なると春になって

急に身体を動かすのは大変です。そろそろ体調を整えておかなくては…、といってもまだまだ寒

さがきびしい２月です。風邪やインフルエンザなどの感染症予

防のためにも免疫力・抵抗力を高めておきたいものです。

　そこで、今回は身体を温める働きをもつ生姜を使った野菜た

っぷりスープを紹介したいと思います。豆腐も入っているので

タンパク質も一緒に摂ることができます。疲れた胃腸の働きを

整えましょう。

・白菜　　　　： １００ｇ（中１枚を５ｃｍ長さに切り、縦にせん切り）
・シイタケ　　：１個（スライス）
・にんじん　　：２０ｇ（中２cm程度をせん切り）
・小松菜　　　：３０ｇ（小１株を３ｃｍ長さに切る）
・しょうが　　：１かけ（２cm程度をせん切り）
・鶏ガラスープ：小さじ２
・豆腐　　　　：１００ｇ（２cm角に切る）
・長ネギ　　　：５ｃｍ（小口切り）
・塩こしょう　：少々

《材料：２人分》

① 鍋に水２カップと野菜、鶏ガラスープを加え柔らかくなるまで煮ます。

② 豆腐を加えてから塩・こしょうで味を調え、器に盛ってからネギをのせます。

《作り方》

感染症に負けないために… 
免疫力をアップさせましょう

（担当：栄養士 杉山恵理子）

【 第４回 】

豆腐入り白菜とシイタケの生姜スープ

● にこにこベビーズ　８日（月）10:00～11:30　すこやかセンター

● ヘルシー教室　　　15日（月）10:00～11:30　すこやかセンター

● 健康相談　　　　　22日（月）10:00～11:00　すこやかセンター

　　 　　　　　　　　　　　 　　13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

２月の
保健行事

免疫力を上げるための習慣

 ① 適度な運動と休養

 ② 身体をあたためること

 ③ ストレスを減らすこと

 ④ 腸内環境を整えること

献立
おすすめ

２月の町長室開放デーは休止とさせていただきます。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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議会広報委員会Ｎｏ．３５６

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日
…
10
月
23
日

■
調
査
事
項
…
中
学
校
の
経
営
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日
…
11
月
12
日

■
調
査
事
項
…
商
工
振
興
対
策
に

つ
い
て

■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

11
月
30
日

■
調
査
事
項
…
社
会
教
育
事
業
及

び
社
会
体
育
施
設
指
定
管
理
の
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

■
令
和
２
年
10
月
23
日
、
11
月
12

日
に
行
っ
た
調
査
事
項
に
つ
い
て

の
中
間
報
告

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

瀬
戸　

照
代　

氏
（
再
）

○
北
竜
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
に
１
２
９
，
０
４
７

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，

０
１
４
，
６
８
３
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
に
７
，
２
２
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
３
５
，

２
０
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
か
ら
70
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
１
０
２
．
３
４

１
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
か
ら
６
５
８
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
３
７
，
９

７
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

・
規
定
予
算
か
ら
３
，
３
３
７
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
３
３

２
，
７
７
８
千
円
と
す
る
補
正
予

算○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
か
ら
１
５
，
５
４
５

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４

５
７
，
８
１
５
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

・
規
定
予
算
に
15
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
１
４
，
２
０
９
千

円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
49
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
７
０
，
４
６
０
千
円

と
す
る
。
収
益
的
支
出
で
１
８
３

千
円
を
減
額
し
、
７
８
，
２
２
３

千
円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
に
２
，
４
０
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，
０

１
７
，
０
８
３
千
円
と
す
る
補
正

予
算

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
対

策
を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
報
告

諮
問

原
案
可
決

意
見
書
提
出
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12
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
４
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
議
員

北
竜
町
の

観
光
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
特

に
観
光
客
を
呼
べ
る
「
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
」
の
中
止
は
大
き
な
痛
手

と
な
っ
た
。
観
光
客
を
多
く
集
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
ひ
ま
わ
り
の
里

以
外
で
も
集
客
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

場
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
新
設

等
の
考
え
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
行

事
を
自
粛
し「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」

も
「
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
」
を

最
優
先
に
中
止
と
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
ひ
ま

わ
り
の
里
の
整
備
や
土
作
り
を
行

い
、
更
に
観
光
セ
ン
タ
ー
ブ
ー
ス

の
換
気
扇
工
事
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
購
入
す
る
等
の
感
染
症
対
策

を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

最
近
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
キ
ャ
ン

プ
ブ
ー
ム
の
盛
り
上
が
り
に
よ
り
、

金
比
羅
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

者
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

　

新
設
等
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
計
画
は
な
い
が
、
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
周
辺
や
金
比
羅
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
の
環
境
整
備
等
に
努

め
、
更
な
る
利
用
者
の
増
加
や
魅

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
利
用
が
増
加
し
て
お

り
今
後
も
広
ま
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
北
竜
温
泉
を
初
め
と

し
て
直
売
所
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

ひ
ま
わ
り
の
里
等
と
連
携
し
て
集

客
が
期
待
で
き
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
以
外
の
案
が
あ

れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

先
に
計
画
の
説
明
が
あ
っ
た
旧
エ

ー
コ
ー
プ
跡
地
利
用
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

本
町
の
観
光
の
集
客
は
ひ
ま
わ

り
の
里
で
あ
る
。
い
い
花
を
咲
か

せ
て
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
施

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。更
に
は
、

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
は
夏
の
一

か
月
で
あ
る
の
で
、
降
雪
ま
で
、

あ
る
い
は
冬
期
間
も
観
光
地
と
な

る
よ
う
整
備
し
て
い
き
た
い
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

旧
エ
ー
コ
ー
プ
跡
地
に
つ
い
て

は
、
再
検
討
中
で
は
あ
る
が
、
職

員
間
で
も
い
く
つ
か
の
案
が
出
て

き
て
い
る
。来
年
度
計
画
設
計
し
、

再
来
年
度
に
は
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

藤
井
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
は
、
五
月
か
ら

播
種
作
業
が
始
ま
る
。
オ
ー
プ
ン

す
る
・
し
な
い
は
、
早
い
段
階
で

の
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
二
年
間

休
園
と
な
る
と
観
光
地
と
し
て
大

打
撃
を
受
け
る
の
で
、
内
外
の
十

分
な
対
策
を
講
じ
て
オ
ー
プ
ン
し

て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
北
空
知
圏
の
観
光
連
携

で
の
集
客
が
言
わ
れ
る
が
、
距
離

も
あ
り
公
共
交
通
機
関
が
不
便
で

あ
る
。
時
期
的
に
北
空
知
圏
周
遊

の
バ
ス
な
ど
の
整
備
を
要
望
す
る
。

佐
野
町
長

　

来
年
度
は
感
染
対
策
を
講
じ

て
、「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
を
実

施
す
る
よ
う
観
光
大
使
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
年
は
例
年
以
上
に
土
作
り

も
行
い
、
排
水
で
分
断
さ
れ
て
い

た
展
望
台
の
圃
場
も
一
面
に
改
良

し
た
の
で
多
く
の
観
光
客
に
感
動

を
与
え
る
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

北
空
知
圏
連
携
に
つ
い
て
は
、

北
空
知
圏
振
興
協
議
会
の
各
市
町

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

松
永
議
員

令
和
３
年
度
の
政
策
と

財
源
確
保
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

令
和
３
年
度
に
向
け
て

①
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画

②
地
域
公
共
交
通

③
保
育
士
雇
い
止
め
に
つ
い
て

の
３
項
目
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

①
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
の

策
定
書
が
手
渡
さ
れ
た
と
思
う
が

そ
の
内
容
に
対
し
て
理
事
者
の
考

え
に
変
更
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

建
設
経
費
が
14
億
円
と
示
さ
れ
た

が
、
４
月
よ
り
始
ま
る
新
過
疎
法

に
よ
る
影
響
も
含
め
、
計
画
通
り

財
源
を
確
保
で
き
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

観
光
客
の
増
加
や
農
産
物
販
売

の
拡
大
、
移
住
定
住
の
促
進
等
を

図
る
為
、
今
後
10
年
間
を
か
け
、

町
民
や
各
団
体
の
理
解
を
得
た
上

で
本
計
画
に
よ
り
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
財
源
に
つ
い
て
は
５

割
を
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
、

残
り
は
起
債
や
民
間
資
金
で
対
応

し
、
町
費
を
抑
制
す
る
方
向
で
、

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
計
画
的

に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

尚
、
新
過
疎
法
に
よ
る
過
疎
債
の

利
用
に
つ
い
て
は
本
町
に
は
影
響

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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松
永
議
員

　

協
議
す
る
関
係
機
関
と
は
何
処

な
の
か
。
ま
た
、
14
億
円
も
か
け

る
意
味
は
あ
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
未
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
各
町

内
会
を
通
し
て
町
民
に
向
け
計
画

内
容
の
説
明
を
行
い
、
都
度
理
解

を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
財
源
に
つ
い
て
は
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」や「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
活
用
し

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
本
町
の
農
産
物
の
更
な
る
販
売

促
進
、
移
住
定
住
促
進
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。

松
永
議
員

　

②
「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
」
策
定
の
進
歩
状
況

と
移
動
困
難
な
高
齢
者
の
利
用
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

こ
れ
ま
で
３
回
開
催
さ
れ
た
協

議
会
で
の
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
現
状
と
課
題
の
報
告
を
基

に
、
来
年
１
月
開
催
予
定
の
協
議

会
や
議
会
の
全
員
協
議
会
等
で
素

案
を
提
示
し
意
見
聴
取
を
行
い
、

３
月
の
計
画
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。
内
容
は
、
中
央
バ
ス
の
路
線

廃
止
予
定
に
伴
う
滝
川
北
竜
線
の

代
替
交
通
や
地
域
公
共
交
通
対
策

事
業
の
見
直
し
等
の
予
定
。

松
永
議
員

　

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
る
が
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
兼
ね
合
い
な
の

か
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き

な
い
時
間
帯
が
碧
水
・
美
葉
牛
方

面
で
存
在
し
て
い
る
。
町
に
行
く

に
は
徒
歩
に
て
バ
ス
停
ま
で
行
く

た
め
不
便
で
あ
り
、
和
方
面
と
は

不
公
平
を
感
じ
る
が
改
善
さ
れ
る

の
か
。

佐
野
町
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ

ー
は
国
か
ら
の
補
助
対
象
で
あ

り
、
運
行
に
つ
い
て
は
常
に
公
共

交
通
会
議
で
協
議
し
認
定
を
受
け

て
い
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

滝
川
北
竜
線
の
廃
止
後
の
影
響

を
前
提
に
計
画
を
し
、
地
域
公
共

交
通
の
運
行
の
改
善
等
も
含
め
策

定
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

松
永
議
員

　

③
保
育
士
の
雇
い
止
め
の
件
に

進
展
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
保
育

園
を
町
営
と
し
保
育
士
も
町
職
員

と
し
て
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

報
道
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
現

在
動
き
は
な
い
。
ま
た
、
保
育
園

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や

運
営
費
用
を
抑
え
る
た
め
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お
り
、
現

在
も
支
障
な
く
運
営
さ
れ
て
お
り

こ
の
状
況
を
維
持
し
た
い
。

尾
﨑
議
員

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
新
し
い

ひ
ま
わ
り
の
里
を
考
え
る

尾
﨑
議
員

　

2
ヵ
年
5
回
に
渡
っ
て
の
有
識

者
・
専
門
家
を
交
え
た
「
ひ
ま
わ

り
の
里
基
本
計
画
」
策
定
委
員
会

が
10
月
で
終
了
し
、
訪
れ
る
人
が

感
動
を
味
わ
え
る
自
然
と
一
体
化

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
提
案
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
よ

う
に
多
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

大
。
観
光
面
で
集
客
を
目
指
す
時

代
か
ら
次
の
時
代
に
視
点
を
切
り

替
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
現
在
感
染
拡
大
途
上

で
今
後
の
展
望
を
語
る
の
は
難
し

い
が
、
不
確
定
で
あ
る
財
政
面
・

人
材
面
等
し
っ
か
り
と
準
備
が
必

要
か
と
考
え
る
。

●

今
後
の
観
光
を
ど
の
よ
う
に
予

測
す
る
か
。

●

町
民
が
特
に
不
安
視
す
る
財
政

面
で
の
工
夫
説
明
。

●

人
材
の
募
集(

補
充)

は
ど
の
よ

う
に
準
備
す
る
か
。

理
事
者
の
考
え
、
具
体
的
な
施
策

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
の
あ
る

「
ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
北
竜
町
」
を

目
指
し
、
観
光
客
の
増
加
を
は
じ

め
と
し
て
農
産
物
の
販
路
拡
大
、

雇
用
の
促
進
や
移
住
定
住
を
推
進

し
、
北
竜
町
の
未
来
へ
の
発
展
の

可
能
性
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

不
安
視
す
る
財
政
面
に
つ
い
て

は
国
や
道
の
財
源
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
確
保
、
ま
た
、
持
続
的
な
運

営
を
行
う
独
自
財
源（
入
場
料
等
）

を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
人
材
面
で
は
観
光
を
専
門

的
に
担
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
募
集
を
計
画
し
て
お
り
、
専
任

の
体
制
作
り
を
進
め
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

人
材
面
で
移
住
定
住
の
受
け
入

れ
側
の
備
え
だ
が
、
昨
年
6
月
定

例
会
一
般
質
問
の
中
で
人
材
を
発

掘
で
き
ず
去
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
対
し
て
『
希
望
や
意
見
を
十

分
に
聴
き
取
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
』
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

人
材
発
掘
は
求
め
る
側
の
能
力
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
自
覚
し
、
町

側
か
ら
の
対
策
の
負
荷
を
掛
け
過

ぎ
ず
、
何
よ
り
希
望
を
失
わ
せ
な

い
こ
と
を
最
重
要
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
離
農
に
伴
う
家
屋
の
解

体
条
件
が
あ
る
様
だ
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
行
政
側
の
介
入
は
ど

の
程
度
出
来
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

移
住
者
に
対
し
て
、
住
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
は
心
が
け
て
い
る

つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
人

と
の
関
係
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
技
術
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
今
後
し
っ
か
り

努
め
た
い
。

　

農
地
売
買
に
関
わ
る
住
居
は
、

売
買
双
方
の
話
し
合
い
の
中
で
決

め
て
い
た
が
、
今
後
必
要
に
応
じ

て
農
地
を
担
当
す
る
職
員
が
入
る

こ
と
も
考
え
た
い
。
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佐
々
木
議
員

令
和
３
年
度
の

予
算
編
成
に
つ
い
て

佐
々
木
議
員

　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

伺
う
。

①
予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

明
示
を
す
べ
き
で
は
。

②
決
算
議
会
（
９
月
定
例
）
に
お

け
る
決
算
意
見
の
反
映
は
。

③
各
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質

問
・
質
疑
の
反
映
は
。

④
行
政
懇
談
会
中
止
に
お
け
る
町

民
の
意
見
の
反
映
は
。

⑤
商
工
会
、
土
地
改
良
区
、
Ｊ
Ａ
、

建
設
協
会
、
教
育
委
員
会
、
農
振

協
議
会
等
各
種
団
体
、
委
員
会
の

意
見
の
反
映
は
。

⑥
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、
公

共
施
設
再
配
置
計
画
等
の
反
映
は
。

佐
野
町
長

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、

収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
も
感
染
状
況
の
見
通
し

や
国
の
令
和
３
年
度
政
府
予
算
案

の
動
向
な
ど
の
不
確
定
要
素
が
多

い
中
で
「
感
染
症
対
策
の
強
化
」

と
「
経
済
再
生
の
実
現
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
日
程
と
し
て
は
、
10

月
初
旬
に
予
算
編
成
方
針
と
留
意

点
を
各
課
に
通
知
し
、
予
算
要
望

の
集
約
は
11
月
20
日
に
終
了
し
て

い
る
。
今
後
は
、
新
北
竜
町
総
合

計
画
並
び
に
第
１
期
実
施
計
画
の

効
果
的
な
推
進
等
や
国
の
施
策
と

の
関
係
、
特
定
財
源
の
有
無
な
ど

の
観
点
か
ら
事
業
の
精
査
を
行

い
、
政
策
的
な
優
先
度
が
高
い
も

の
に
重
点
的
に
予
算
の
配
分
を
行

い
、
副
町
長
査
定
に
つ
い
て
は
12

月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
、
町
長
査

定
は
１
月
末
に
終
了
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
予
算
確
定
は
２
月
上

旬
、
予
算
書
は
２
月
20
日
頃
を
目

処
に
、
議
会
３
月
定
例
会
へ
予
算

案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
て

進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
決
算
議
会
や
各
定
例
会

に
お
け
る
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
の
優
先
度
、
重
要
性
に
お
い
て

検
討
・
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
町
行
政
懇
談
会
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
し
て
い
る

の
で
、
町
内
会
長
会
議
等
を
経
て

ご
意
見
の
集
約
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

　

又
、町
内
各
団
体
に
お
い
て
は
、

要
請
書
に
よ
る
協
議
を
は
じ
め
、

団
体
長
会
議
に
お
い
て
定
期
的
に

意
見
交
換
し
事
業
に
反
映
さ
せ
て

お
り
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

や
公
共
施
設
再
配
置
計
画
検
討
委

員
会
な
ど
の
検
討
事
項
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に

配
分
す
る
た
め
、
各
種
計
画
と
整

合
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
財

政
負
担
や
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
確
保
に
配
慮
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

22
日
…
全
員
協
議
会
、
総
務
産
業

常
任
委
員
会

25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役

員
会

26
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

【
２
月
】

４
日
…
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
，
０

０
０
日
達
成
知
事
表
彰
式

４
～
10
日
…
令
和
２
年
度
定
期
監

査
（
監
査
委
員
）

９
日
…
令
和
３
年
第
１
回
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
定
例

会11
日
…
真
龍
神
社
建
国
祭

16
日
…
令
和
３
年
第
１
回
空
知
町

村
議
会
議
長
会
総
会

18
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

19
日
…
北
竜
町
商
工
会
法
制
化
60

周
年
記
念
式
典

26
日
…
北
海
道
監
査
委
員
協
議
会

定
期
大
会
（
監
査
委
員
）、
中
・

北
空
知
廃
棄
物
広
域
連
合
議
会

（
松
永
議
員
）

下
旬
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

【
１
月
】

１
日
…
各
神
社
元
旦
祭

６
日
…
御
用
始
め

８
日
…
出
初
め
式

９
日
…
成
人
式

12
日
…
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
，
０

０
０
日
達
成
警
察
署
表
彰
式

　

北
竜
町
地
域
公
共
交
通
の
問

題
に
つ
い
て
、
先
日
、
総
務
産

業
常
任
委
員
会
に
て
町
外
路
線

と
町
内
路
線
の
現
状
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

説
明
員
か
ら
は
、
路
線
バ
ス

と
、
町
が
行
っ
て
い
る
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
、
住
民
混
乗
式
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
現
状
や
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
予
定
さ
れ
て
い
る
路
線
廃

止
後
の
代
替
公
共
交
通
の
確
保

策
や
今
後
の
町
内
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
提
案
は
な
さ
れ
な
か
っ
た

が
、年
度
内
に
策
定
さ
れ
る
「
北

竜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に

盛
り
込
ま
れ
る
と
い
う
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
住
民
混
乗

も
含
む
）
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
経
費
面
や
委
託
も
含

め
て
効
率
良
い
運
行
が
必
要
で
、

地
域
ご
と
の
不
公
平
感
の
な
い

よ
う
に
、
高
齢
者
を
は
じ
め
地

域
住
民
の
利
用
し
や
す
い
計
画

を
望
む
。　
　
　
　

 

（
松
永 

毅
）
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まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　８１１世帯(－１)

 人口 １, ７５６人(－２)

　男　　　８５０人(－１)

　女　　　９０６人(－１)
（外国人含）

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

民
生
委
員
児
童
委
員

　

中
村
委
員
・
高
橋
委
員

人
権
擁
護
委
員

　

瀨
戸
委
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
け
取
り
時
間
外
窓
口

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
異
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日(

月)

　
　
　

午
後
７
時
ま
で

場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　

住
民
課
窓
口

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
○日  時　2月5日（金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園園庭

　内  容　元気に雪遊び

○日  時　2月24日（水）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園内支援センター室

　内  容　絵画制作

ピカピカキッズ
○日  時　2月12日(金）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター

　内  容　講話「食事の量の目安」について

（対象：１歳児～）

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/7
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

コスモデンタルクリニック
℡ 0125-23-3630

2/11
（木）

深川市立病院
(担当医・代田 剛）

℡ 22-1101

赤平ファミリー歯科
クリニック
℡ 0125-32-4884

2/14
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

アダチ歯科
℡ 0125-65-2659

2/21
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

メープル歯科
℡ 0125-24-5800

2/23
（火）

深川第一病院
℡ 23-3511

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

2/28
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

みなみ歯科医院
℡ 0125-24-3734

休 日 当 番 医

令和３年の町内会長をお知らせします
 【任期】令和３年１月１日～令和３年１２月３１日

美葉牛   川上 健康 和   長谷川 秀幸

碧水   瀬戸 正 和東町   岩本 利男

板谷   大前 慶則 和町   佐光 勉

西川   中村 豊 和本町   井上 孝

桜岡   櫻庭 賢一 三谷   善岡 澄雄



11 令和３年２月号

 

●
道
路
を
狭
め
て
通
行
の
妨
害
に

　

交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
歩
道

上
へ
の
駐
車
は
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
ま
す
。

●
交
差
点
事
故
の
原
因
に

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を

妨
げ
、事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に

　

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
名
救
助

に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

●
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に

　

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐

車
車
両
の
前
後
か
ら
の
幼
児
・
児

童
の
飛
び
出
し
事
故
や
、
夜
間
に

走
行
車
両
が
衝
突
す
る
な
ど
交
通

事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
除
排
雪
作
業
の
障
害
に

　

住
民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に

も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

や
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
困
る
迷
惑
駐
車

除
雪
車
の
日
々
白
熱
の
北
ぐ
ら
し
　
　
　  

　 

山
本
玲
子

コ
ロ
ナ
禍
が
切
り
し
年
賀
の
糸
電
話
　 

　
　
　
山
岸
正
俊

恵
方
向
き
極
楽
鳥
花
咲
く
二
本 

　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

天
帝
の
息
の
洩
れ
き
て
淑
気
か
な 

　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

北
国
の
無
情
の
雪
は
降
り
止
ま
ず
　 

　
　
　
　
山
下
好
晴

我
も
ま
た
迷
宮
雪
原
行
く
ご
と
く
　
　
　 

　
　
中
島
雅
子

初
句
会
芭
蕉
の
一
句
胸
に
お
き
　
　
　
　 

　
　
宮
脇
美
和
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

板
谷　

中
西 

キ
ヨ
子 

氏  

97
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

（
12
月
23
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

板 

谷　

中
西　

重
則   

様

寄
付

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
  

桜 

岡　

（
有
）
ヤ
マ
ダ  

様

　

永
楽
園
へ

　
　

板 
谷　

中
西　

重
則   

様

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和
本
町  

舟
橋 
橙と

う
ま真 

く
ん

 　
　
　
　
　

 　

  
（
12
月
12
日
）

 　
　

   　

惇
さ
ん
・
彩
乃
さ
ん

和
東
町  

小
笠
原 

柊ひ
よ
り依 

ち
ゃ
ん

 　
　
　
　
　

 　

  

（
12
月
27
日
）

 　
　

 

拓
宇
さ
ん
・
友
美
恵
さ
ん

【安全対策のポイント】
◆作業は家族・となり近所にも声をかけて2人以

　上で行いましょう。

◆建物の周りに雪を残して雪下ろしをしましょう。

◆無理はせず、作業中はこまめに休憩しましょう。

　また、疲労時は作業しないようにしましょう。

◆適切な服装で作業をしましょう。

　・着ぶくれを避け、薄手で防水性のある防寒着

　・滑りにくく、防水性・防寒性のある手袋や靴

◆晴れの日は屋根の雪が緩みスベりやすくなりま

　す。命綱とヘルメットを忘れず着用しましょう。

◆はしごはしっかり固定しましょう。

◆除雪道具はこまめに手入れ・点検しましょう。

◆除雪機の雪詰まりは、エンジンを止めてから

　取り除きましょう。

◆作業時は携帯電話を持ち歩きましょう。

◆作業時はガス設備の破損に注意しましょう。

【問い合わせ先】役場総務課庶務係（防災）：℡３４－２１１１

　 北竜町の冬は積雪寒冷で積雪深1.5m～1.8m程度と道内でも多い方に属しています。

毎年、屋根からの転落や落雪（氷）による事故が多く発生しており、未然に除雪など

による事故を防ぐためには、日頃から心がけることが大切です。

除雪による事故から身を守りましょう

～ 雪による死傷者は除雪作業中に多く発生しています ～
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口座振替の申し込みはお早めに
４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

北竜町不妊治療費助成事業について
　北竜町では、不妊治療をされているご夫婦の経済的負担軽減を目的に、不妊治療に要した本人

負担額の一部を助成しています。不妊治療に関することや、詳しい申請方法などの相談は随時受

け付けていますので、北竜町役場保健指導係までお気軽にご相談ください。

■一般不妊治療費助成　
　■対象　　北竜町にお住まいのご夫婦で、公的健康保険に加入されている方

　■内容　　一般不妊治療費の自己負担額の２分の１を助成します。

　　　　　　（申請は一年度に１回、上限を10万円とし、通算３年まで助成します）

　※令和2年度中に実施した治療については、令和3年3月末日までに申請して下さい。

■特定不妊治療費助成
　■対象　　北海道特定不妊治療費助成事業による助成の決定を受けた方で、

　　　　　　ご夫婦どちらかが北竜町にお住まいの方

　■内容　　特定不妊治療費の自己負担額から、北海道の特定不妊治療費助成金を控除した

　　　　　　金額の９割を助成します。（１回の申請につき上限15万円）

事業の詳細については、北竜町ホームページでも紹介しています。不明な点はお問い合わせ下さい。

問い合わせ先：役場住民課保健指導係（TEL ３４－２１１１）

（体外受精・顕微授精等）

（薬物療法、タイミング法、人工授精などの治療）

北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

倉庫
荒らし

忍び
込み

車上
狙い

暴行 合計

2020年 ０ １ ０ ０ ２ ３

2019年 １ ０ １ ３ ２ ７

人 身 事 故 物 損 事 故

2020年 ２ 2020年 44

2019年 １ 2019年 59

2020年 2

2019年 ４
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よくあるご質問
介護保険に関する

問い合わせ先：役場住民課介護保険係　℡３４－２１１１

問１　介護保険は健康保険で既に払っていますが、重複していませんか。

　第２号被保険者（４０歳から６４歳までの方）は、加入している健康保険の保険料とあわせて、

６５歳を迎える前月までの分を納付していただいています。北竜町からお送りした納付書で納めてい

ただくのは６５歳になった月分からのため、重複していることはありません。

～ 介護保険について、皆さまからよくある質問をご紹介します ～

問２　保険料を一括で払うことはできますか。

　納付書で納めていただく方であれば、まとめて納めていただくことはできます。ただし、１期ごと

に納めていただく場合でも一括納付の場合でも合計額は同じです。前納しても割引制度はありません

ので、ご了承ください。

　また、便利で安心な口座振替もございますのでご利用ください。

問３　年金からの天引きにしたいのですが、どうすればいいですか。

　６５歳になられても、すぐには年金天引きになりません。

年金天引きを開始するには、半年から１年程度の準備期間が必要です。準備期間には、年金保険者（日

本年金機構など）と全国の市区町村とで名簿の照合、金額の通知などを行います。不一致があれば調

査し、全国の市区町村とのやりとりが完了するのを待って年金天引きが開始されます。開始時期を市

区町村や個人で決めることはできません。

　切り替えに必要な手続きは北竜町が行いますので、何か手続きをしていただく必要はありません。

また、口座振替を利用しておられる方も、年金天引きが始まると振替は自動で止まりますので手続き

は必要ありません。

問４　年金天引きだったのに、納付書が送られてきました。なぜですか。

　年金からの天引きが停止すると普通徴収に変更します。年金引き去りできなかった保険料は、納付

書または口座振替によりお支払いいただくことになります。

　年金からの天引きが停止になるのには、年金保険者（日本年金機構など）が停止する場合と、北竜

町が停止を依頼する場合があります。

　年金保険者が介護保険料の天引きを停止するのは、年金受給権の消滅、支給停止、一時差し止めな

ど年金の支給に変動が生じた場合、また年金を担保に借り入れをされた場合、現況届けの提出忘れな

ども、その原因になります。

　北竜町が停止を依頼するのは、年度途中で介護保険料段階が下がった場合や、対象となる方が転出

や死亡された場合です。

（次ページに続く）
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問５　納付方法を選択できますか。

　保険料の納付方法は介護保険法に規定があり、年金からの差し引き（特別徴収）が第一順位になっ

ています。これは、高齢の方が金融機関等で納付する手間を省くとともに、収納関係経費を抑え、確

実な収納を行うために法律で決められています。納付方法をご自身の希望により選択することはでき

ませんのでご理解ください。

問９　家族がみてくれるから介護サービスを利用するつもりはありません。

　住み慣れた家庭や地域で老後を送るために、在宅介護は大変重視されています。しかし、介護期間

の長期化や介護の担い手である家族の高齢化など、家族だけで介護を行うことは困難な状況になって

います。介護保険制度では、家族の負担を軽減しながら持続可能な介護を行えるよう在宅サービスの

提供体制を整備しています。

問１０　町外の介護施設に入所しました。保険料はどうなりますか。

　北竜町の介護保険被保険者が他の市区町村にある介護施設に入所し住民票を異動した場合、引き続

き入所前の住所地である北竜町が保険者になります。この制度を「住所地特例」といいます。

　これは、介護施設などが多い市区町村ほど負担が大きくなってしまうことを防ぐためです。今まで

どおり北竜町の介護保険となりますので、保険料に変更はありません。

問６　保険料は税の控除になりますか。

　介護保険料は健康保険料・年金保険料と同様に、所得税・住民税の社会保険料控除の対象となります。

特別徴収（年金からの差し引き）の場合、年金受給者以外の方の所得から社会保険料として控除する

ことはできません。しかし、納付書または口座振替によって被保険者の保険料をご家族が支払ってい

る場合（普通徴収）、支払っている方の所得から控除できます。

　申告の際には１月～１２月の一年間に支払った介護保険料額を記入します。決定通知書に記載され

ている年間保険料額（４月～翌年３月）ではありません。

問７　本人が支払わない場合にも納付義務があるのでしょうか。

　介護保険制度は、高齢者の介護にあたるご家族の身体的・時間的・経済的な負担を社会で支える仕

組みです。制度の運営のため、保険料のご負担をお願いしています。

　また、保険料の滞納によって介護給付の制限措置を受けると、その高額な自己負担がご家族に及ぶ

場合があります。保険料の未納は本人だけで終わる問題ではありません。

　被保険者本人には保険料の納付義務があります。また、配偶者や世帯主にも連帯納付義務があると

定められています。本人死亡の後は、相続によって保険料の債務も承継されます。

問８　自分は元気だから介護保険は必要ないし、保険料を払いたくありません。

　健康に自信のある方でも、脳卒中や交通事故で急に身体の自由が利かなくなることがあります。ま

た高齢になると、階段でつまずいて骨折したり、急病による入院で筋肉が衰えて歩行できなくなるこ

ともあります。また、認知症を発症するかも知れません。介護を受けないつもりでいても先のことは

わかりません。

　介護保険制度は、老後における最大の不安である介護の問題を国民の皆で支える制度です。高齢者

自身にも現役世代にも負担しあってもらい、必要な介護サービスを提供しようとするものですので、

保険料の納付についてご理解とご協力をお願いします。
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問１１　保険料を滞納するとどうなるのでしょうか。

　保険料に滞納がある人が実際にサービスを使うようになると、滞納した額よりも高額な負担になる

可能性があります。そのときになって困らないよう、月々の保険料を滞納しないようにしましょう。

　特別な事情がないのに滞納が続く場合は、次のような措置（給付制限）がとられます。

（１）１年以上滞納した場合

　サービスを利用したとき、いったん利用料の全額を自己負担しなければならなくなります。（７～

９割分の給付費は、後で払い戻されます。）

（２）１年６ヶ月以上滞納した場合

　上記の払い戻し給付費の一部または全部を一時的に差し止められるなどの措置がとられます。なお

滞納が続く場合は、差し止められた額から保険料が差し引かれる場合もあります。

（３）２年以上滞納した場合

　介護保険料の未納期間に応じて、自己負担が１～２割の方は３割、３割の方は４割に引き上げられ

ます。また、高額介護サービス費（※）や特定入所者介護サービス費（※）の支給が受けられなくなりま

す。そのときになって滞納分を払おうとしても、払う事ができません。

（※）高額介護サービス費 … 同じ月に１世帯が利用した介護サービスの利用者負担（１～３割）の合

計額が所得区分に応じた上限額を超えたとき、超えた分が「高額介護サービス費」として後から給付

されます。

（※）特定入所者介護サービス費 … 施設サービスを利用したときの居住費と食費について、所得が低

い方に対しては、所得に応じた自己負担の上限（限度額）が設けられており、これを超える利用者負

担はありません。超えた分は「特定入所者介護サービス費」として給付されます。

　障害者手帳等の交付を受けていない場合でも、６５歳以上で介護保険の要介護認定を受けている人

は、「障害者控除対象者認定書」により税の申告の時に障害者控除の適用を受けられる場合があります。

　「障害者控除対象者認定書」が必要な方は、住民課介護保険係までご連絡ください。なお、この認

定書は税金の控除のみに使用できるものであり、障害者としてのサービスが受けられるものではあり

ません。

　また、本人及び税法上の扶養親族が非課税で税の申告が必要ない場合は「障害者控除対象者認定書」

は必要ありません。申告については税務署か総務課税務係にお問い合わせください。

＊介護保険の認定情報等により審査しますが、単に要介護度だけでなく、身体の障害の状態及び認知

症の状態により判定します。要介護認定を受けている方でも必ずしも認定書の交付を受けられるとは

限りません。

問い合わせ先：役場住民課介護保険係　℡３４－２１１１

介護保険の要介護認定に基づく
障害者控除について
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正
月
気
分
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収
ま
っ
て
き
た
頃
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す
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（
新
コ
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野
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せ
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で

い
つ
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の
正
月
気
分
も
満
足
に
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わ
え
な
か
っ
た
で
す
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ね
）、
ま

だ
ま
だ
高
止
ま
り
の
新
コ
ロ
野
郎

で
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。
ワ
ク
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ン
接
種
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自
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を
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な
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と
か
早
期

に
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で
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ま
す
。

　

自
粛
生
活
で
人
と
会
わ
ず
、
引

き
こ
も
り
が
ち
な
生
活
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

生
活
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不
自
由
は
な
い
け
ど
、
な

ん
だ
か
寂
し
さ
を
感
じ
た
り
孤
独

を
覚
え
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

同
居
し
て
い
る
ご
家
族
が
居
れ
ば

そ
れ
も
多
少
は
ま
ぎ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
独
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暮
ら
し
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方
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寂

し
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を
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感
じ
る
事
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思
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ま
す
。

　

ヒ
ト
は
社
会
的
動
物
で
す
。

農
家
の
方
は
食
べ
物
を
作
り
、
運

送
業
の
方
は
モ
ノ
を
運
び
、
小
売

業
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方
は
品
物
を
届
け
ま
す
。

電
気
や
水
道
も
専
門
の
方
々
が
み

ん
な
の
為
に
届
け
て
く
れ
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
ヒ
ト
は
一
人
で
は

生
き
て
は
い
け
な
い
し
、
皆
も
人

の
為
に
生
き
て
い
ま
す
。
お
互
い

を
尊
重
し
支
え
あ
う
事
で
社
会
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
物
質
面
だ
け
で
な
く
、
目
に

見
え
な
い
精
神
的
な
部
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で
も
癒

さ
れ
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
勇
気
づ

け
ら
れ
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
近
所
の
お
付
き
合
い
が
日
常

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、

近
く
の
他
人
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
表
す
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時

に
近
隣
の
方
々
で
助
け
合
う
事
が

ど
ん
な
に
心
強
い
か
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
は
我
々
が
遊
び

と
し
て
や
る
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
だ
け
で
、
べ
ら
ぼ
う
な

年
俸
を
得
て
い
ま
す
。

し
か
し
プ
ロ
の
方
々
は
素
晴
ら
し

い
技
術
や
劇
的
な
試
合
を
披
露
し

て
多
く
の
方
々
を
熱
狂
さ
せ
ま
す
。

プ
ロ
野
球
観
戦
が
生
き
が
い
の
方

が
居
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い

に
し
ろ
、
憩
い
の
時
間
に
、
仕
事

の
合
間
に
、
試
合
放
送
を
見
た
り

聴
い
た
り
す
る
こ
と
で
多
く
の

方
々
が
ス
ト
レ
ス
発
散
し
て
い
る

事
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は

も
と
よ
り
、
音
楽
、
芸
術
、
芸
能

も
同
様
で
す
。

　

そ
の
我
々
に
と
っ
て
大
事
な
社

会
性
を
逆
手
に
取
り
、
生
活
を
邪

魔
す
る
新
コ
ロ
野
郎
は
ホ
ン
ト
に

タ
チ
が
悪
い
で
す
。

　

さ
て
こ
の
新
コ
ロ
野
郎
が
も
た

ら
す
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
せ
る
方
法

を
何
か
お
持
ち
で
す
か
？

僕
は
雪
山
遊
び
で
す
。
静
か
で
真

っ
白
な
雪
山
に
登
り
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
で
滑
っ
て
き
ま
す
。
肉
体
的
に

は
良
い
運
動
で
精
神
的
に
も
ス
ト

レ
ス
解
消
と
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
中
に
は
編
み
物
が
好

き
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

僕
が
足
が
冷
え
る
事
を
話
す
と
毛

糸
の
靴
下
を
頂
き
ま
し
た
。
暖
か

く
蒸
れ
も
な
く
重
宝
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
き
っ
と
多
く
の
方
に
使
っ

て
も
ら
っ
て
喜
ば
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
番
兵
で
も
良
い
で
す
。

独
り
で
も
気
持
ち
を
落
ち
込
ま
せ

さ
せ
な
い
方
法
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
こ
の
町
に
も
感
染
者
が

出
ま
す
。
し
か
し
都
会
と
違
い
、

町
の
生
活
は
密
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

冷
静
に
対
応
す
れ
ば
急
速
な
感
染

拡
大
を
防
げ
ま
す
。
高
齢
者
が
多

い
か
ら
心
配
だ
と
思
う
で
し
ょ
う

が
逆
を
言
え
ば
無
症
状
で
感
染
を

拡
大
す
る
若
者
が
少
な
い
と
い
う

事
で
す
。（
若
い
人
、注
意
し
て
ね
）

新
コ
ロ
野
郎
に
負
け
る
こ
と
な
く

北
竜
町
民
一
致
団
結
し
て
立
ち
向

か
い
ま
し
ょ
う
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２７０

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　２月３日(水)、２４日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を
行っています。

た しき

お気を確かに！
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

2/4（木）真竜小学校１日入学
真竜
小学校

2/27（土）
子どもと高齢者の
ふれあい事業[雪遊び]

公民館  9:30～

2月下旬

公民館講座「英会話教室」公民館 13:00～

ヨガ教室
改善

センター
10:00～

スポーツ教室
改善

センター
18:00～

生きがいセミナー
「カラオケ教室」

公民館 13:30～

生涯学習カレンダー

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月1・8・15・22日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　改善センター２階にあるトレーニングルームをご

利用の際は、新型コロナウイルス感染症対策のため、

定期的な換気と使用後のトレーニング器機の消毒を

忘れずにお願い致します。運動不足解消のため、是

非皆さんご利用ください。

トレーニングルームの利用について

図書館から新刊のお知らせ

・山月記･李陵 中島敦名作選　　　 中島　 敦

・雪に撃つ　　 　　　　  　　　　佐々木 譲

・手で遊ぶおもしろ影絵ブック　　 後藤　 圭

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

　新型コロナウイルス感染症対策のため、各団体で

公民館をご利用する際に電子体温計の貸出を行って

おります。借入を希望する団体は、公民館を利用す

る時間に教育委員会までお越し下さい。使い方につ

いては、職員がレクチャーしますのでご安心ください。

また、使用後は速やかに返却していただきますよう、

ご協力願います。

電子体温計の貸出について

　令和２年１２月２５日より、スキー場がオープン

しました。

　開場時間は午前１０時から午後８時までとなって

おりますので、是非皆さんご利用下さい（３月３１

日まで）。

町営スキー場がオープン
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　みのりっち北竜では新規の出荷者を募集しております。町内にお住みの方であれば、どなたでも出

荷することができます。まずは少量の自家野菜からでも出荷してみませんか？

　加工品や手芸品の出品も大歓迎です。出荷申し込みにつきましては下記のとおりになっております。

募集は随時受け付けておりますので、ぜひご検討ください。

●年 会 費 : １，５００円

●提出書類 ： 協定書、生産履歴、出荷予定表、通帳の写し（販売代金振込先）

　※提出書類は、サンフラワーパーク北竜温泉又は役場産業課にございます。

【問い合わせ先】

　　役場産業課農業担い手係：TEL ３４－２１１１
お気軽に

お問い合わせください！

新規出荷者募集中！
みのりっち北竜


